い 線が 不規則な 模様の ようになって、 それが ゆるやか 

に 動いて いるのに 気がつく でしよう。 これ は 夜 電燈の 

光 を あてて 見る と、 もっとよ く あざやかに 見えます。 

ぜん 

夕食のお 膳の 上で もやれ ますから よく 見て ごらんな さ 

い。 それ もお 湯が なるべく 熱い ほど 模様が はっきりし 

ま ^9 

次に、 茶わんの お湯が だんだんに 冷える の は、 湯の 

表面の 茶わんの 周囲から 熱が 逃げる ためだと 思って い 

いのです。 もし 表面に ちゃんと ふたで もして おけば、 

冷やされ るの はお もに まわりの 茶わんに ふれた 部分 だ 

けになります。 そうなる と、 茶わんに 接した ところで 



ので、 昼間 は 海から 陸へ、 夜 は 反対に 陸から 海へ 吹き 

ます。 少し 高い ところでは 反対の 風が 吹いて います。 

これと同じ ような ことが、 山の頂き と 谷との 間に 

あって 山 谷風と 名づ けられて います。 これが もういつ 

そう 大仕掛け になって、 たとえば アジア 大陸と 太平洋 

との 間に 起こる とそれ が いわゆる 季節風で、 われわれ 

が 冬期に 受ける 北西の 風と、 夏期の 南が かった 風に な 

るので す。 

茶わんの 湯のお 話 は、 すれば まだ いくらでも ありま 

すが、 今 S はこれ くらいに してお きましょう。 
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